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心を動かす言葉の力 

校長 髙田 桂太郎 

 

日ごとに暑さが増し、プールからは子どもたちの元気な声が響いてきます。梅雨明けは、

まだ少し先のようですが、雨模様をうかがいながらも、水泳学習が始まっています。 

朝、正門前で子どもたちを迎えていると、「校長先生、今日はプールに入れますか？」

と、元気に子どもたちがたずねてきます。「今日も暑くなるのかな～」と、少々弱気にな

っていた私に、暑さに負けない子どもたちの言葉が元気を取り戻させてくれます。 

 

6 月 16 日（金）に港南公会堂で、港南区「よこはま子ども国際平和スピーチコンテス

ト」の審査会が行われました。本校からは、6 年生の壷井さんが代表として出場し、自分

の考えを堂々とスピーチしました。内容は、5 年生の夏休みに知った「フェアトレード」

のことをきっかけに考えを広げ「本当の仲良しとは、互いに平等な関係が無くてはならな

い」と訴えたものでした。そこには、世界には一生懸命に働いているのに、不当に搾取さ

れる人々がいることへの憤り、「果たして自分たちは誰に対しても平等に接することがで

きているか。」という問いかけ、そして、「まずは、自分が誠実に人と接していこう。」と

いう決意が綴られていました。 

私は、自分の考えをしっかりとした言葉で、堂々と発表している壷井さんの姿に心を打

たれました。同時に今の自分を振り返り、襟を正す思いになりました。 

このスピーチは、一朝一夕に出来上がったものではありません。何度も原稿を書き直し、

スピーチの練習も何度も重ねました。それが素晴らしい発表に繋がり、本当に嬉しく思っ

ています。 

自分の考えや思いを言葉で表現し伝えられることは、これから子どもたちが、多くの人

とコミュニケーションをとったり、よりよい関係を築いたりする上でとても大切な力で

す。学校では、様々な教育活動を通して、しっかりと身に付けさせていきたいと改めて思

いました。 

 

さて、夏休みが、7 月 21 日(金)より始まります。コロナ明けの様々な変化の中、頑張

ってきた子どもたちには、心と体をしっかり休めてほしいと願っています。ご家庭でも、

お子様のこの３か月半の様子をたくさん話題にして「頑張ったね」と声をかけて頂けたら

と思います。地域の皆様には、安全の見守りや学習のサポート等、大変お世話になりまし

た。今後とも学校教育へのご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 


